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究 第五八号 （関西学院大学神学研究会、 ）において詳しく論じている。』 2011
内村における無教会論と教会論については、拙論「内村鑑三における信仰共同体の問題 『アジア・キ2 」
リスト教・多元性 第 号 （現代キリスト教思想研究会、 ） ページで詳しく論じている。7 2009 40-46』
1
アジア・キリスト教・多元性 現代キリスト教思想研究会
第９号 年 月 1 ～ 15 頁2011 3
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はずのものだ （八木 「内村鑑三における直接性 『内村鑑三研究 第三十九号 、キリスト教図書出」 、 」、 』
版社、 ）と述べる。2006
例えば熊野義孝によれば、内村のキリスト教思想は 「穏健かつ常識的 （熊野義孝「内村鑑三の『信5 、 」

































内村「パウロ微りせば 、 『内村鑑三全集 （ 内村鑑三全集』 、岩波書店刊。以下、6 1906 14 1980-84」 、 』『
なか
『全集』と表記する。なお、引用文に付されたルビのうち、通常のルビは「聖書之研究」等の原典か
ら付されているものであり 〔〕に入ったルビは全集編集者により付されたものである 、 ペー、 ） 266-7
ジ。また同じような「神学を壊すための神学」という考え方は「神学の要 （ 『全集 ） ペ」 、 』1907 15 69
ージにも見られる。







































年「哥羅西書第 章―第 章 、 年「帖撒羅尼迦前書の研究 、 年「羅馬書の研究 、11 1903 1 3 1904 1921」 」 」











１ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 ２ヶ所 １ヶ所 １ヶ所1:18-20 / 1:20 / 1:20,21 / 1:21 / 1:22 / 1:22-24
１ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 ４ヶ所 ６ヶ所 １ヶ所1:23 / 1:24 / 1:23,30 / 1:25 / 1:26 / 1:27 / 1:26,27




１ヶ所 １ヶ所 ２ヶ所 １ヶ所 ４ヶ所 １ヶ所 １ヶ所1892 / 1895 / 1900 / 1901 / 1902 / 1903 / 1904
１ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 ２ヶ所 ２ヶ所 ２ヶ所1905 / 1908 / 1911 / 1912 / 1913 / 1914 / 1915
１ヶ所 １ヶ所 ２ヶ所 ２ヶ所 ２ヶ所 １ヶ所 １ヶ所1916 / 1917 / 1918 / 1919 / 1920 / 1922 / 1924















































えて選ぶということなのである。 従って、続く 節における「知恵 「知者」も、この
14
20 」





この 節に関して、内村は 年『聖書之研究』を創刊した際にも言及している。こ20 1900
内村「本誌の発行に就て」 『全集８』 ページ。16 1900 472、
同前。17
内村「神の発見法三則」 『全集 』 ページ。18 1905 13 159-160、













節は、 年と 年の二度に渡って言及されている。 年の「神の発見法三21 1905 1927 1905
則」では 節及び第一ヨハネ に基づき「神は哲学者の認識すべき者ではない、善人21 4:8
の発見すべき者である、我等神を識らんと欲せば哲学書を渉 猟せずして、小なる隠れた
〔しようりよう〕












い ひ あ ら
善を認めて神の前に謙下りて始めて基督教の何たる乎が了解る。基督教は傲然として
へ り く だ 〔ごうぜん〕
之を我有となす事は出来ない。嬰児の如き者となりて神の前に平伏して、彼に教へら











内村「ノアの洪水」 『全集 、 ページ。21 1918 24 238、 』
内村「最善か最悪か」 『全集 、 ページ。22 1917 23 257、 』
内村「哥羅西書第一章―第三章」 『全集 、 ページ。23 1903 11 103、 』
内村「神の忿怒と贖罪」 『全集 、 ページ。24 1916 22 243、 』
内村「脆き証拠論」 『全集 、 ページ。25 1908 16 43、 』
内村「花の四月」 『全集 、 ページ。26 1918 24 186、 』
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レ ー マ ン
内村「パウロ伝の一部」 『全集 、 ページ。27 1927 30 273、 』
内村「貧者の祝福」 『全集 、 ページ。28 1925 29 254、 』
内村「聖書の話 、 『全集８』 ページ。29 1900 315」 、
内村「ガリラヤの道」 『全集 』 ページ。30 1924 27 419、
内村「理想の伝道師」 『全集１』 ページ。なお引用部中の●による傍点部には、原文では31 1892 264、
○による傍点が付されている。





共有できる人々に、 節の表現を重ねていると考えられる。 年「パウロ伝の一部」26 1927
でも同様に 節を引用して、コリントでパウロの教えを受け入れたものの多くが「中流26
下流」の人々であったことを述べる。 この 節から 節にかけては同じような文脈で
27
26 27




















．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．こ ゝ い ち ご ん
なり、パウロ曰く神は愚者を以て智者を耻かしむと 宗教家は神と人との取次人なれば
．． ぐ し や ち し や はづ し う け う か か み と り つ ぎ
31
自己の智恵を以て此位地に立むとすることは為し得べからざるなり、…





が引用される。 また 年の「聖書雑感」では、 節を読んで「余の無智不学に就て
32
1902 27
内村「聖書雑感」 『全集 』 ページ。33 1902 10 158、
内村「神に選まれし者 学者多からず貴人多からず」 『全集 、 ページ。34 1911 18 64、 』
内村「完全き救」 『全集 、 ページ。35 1919 24 518、 』
ま つ た
内村「パウロの救拯観 、 『全集 』 ページ。36 1913 20 459」 、





































ると主張する。 年「智識の本源」では「キリスト彼自身が我等の智慧 「神はキリス1919 」
．．．．．．．．．．．．． ．．．．．
内村「智識の本源」 『全集 』 ページ。なお引用部中の●による傍点部には、原文では○39 1919 25 129、
による傍点が付されている。
同前。40
内村「完全なる救拯 、 『全集 』 ページ。41 1920 25 257」 、
す く ひ
同前、 ページ。なお引用部中の●による傍点部には、原文では○による傍点が付されている。42 258
内村「実力の宗教 、 『全集 』 ページ。なお引用部中の「其言葉にあるのでなくして」43 1902 10 330」 、
．．．．．．．．．．．．
の部分には、原文では○による傍点が付されている。
内村「帖撒羅尼迦前書の研究 、 『全集 、 ページ。44 1904 12 381」 、 』
内村「宗教と農業 、 『全集 』 ページ。45 1912 19 276」 、




































た す け さ ま た げ
前出の「哥林多前書第一章―第三章」では、 及び について次のように解釈して2:1 2:4
いる。 については 「福音は事実なり、美文に非ず、哲学に非ず、是は之れ単純なる2:1 、

















































内村「旧式耶新式耶 、 『全集 、 ページ。50 1915 21 454-5」 、 』
「デリツチ」は 。ドイツの旧約学者。敬虔主義的傾向もち、救Delitzsch, Franz Julius 1813-1890
済史的正確の神学を唱え、合理主義的・批判的聖書研究を斥けていたが、後にはその成果の一部を
受け入れるようになった。保守的・実際的な立場から包括的な聖書注解を著した。
。「ゴーデー」は 。スイスの聖書学者。全体として保守的傾向が強いGodet, Frédéric Louis 1812-1900




















































箇 所 に よ る 分 類 表
箇所 年代 収録巻 ページ 表題-
哥林多前書第一章―第三章1:18-20 1902 10-360
本誌の発行に就て1:20 1900 8-472



















































年 代 に よ る 分 類 表
年代 箇所 収録巻 ページ 表題-
理想的伝道師1892 1:27 1-264















































イザヤ書の研究 イザヤの名に就て1928 1:30 31-15
私の基督教1929 1:22-24 32-103
コンボルシヨンの実験1930 1:30 32-315
（いわの・ゆうすけ 関西学院大学神学部助教）
